
と
あ
り
ま
す
。

　

保
健
会
館
グ
ル
ー
プ
は
、
寄
生
虫
予
防
と

家
族
計
画
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
モ
デ
ル
地

域
と
し
て
台
湾
を
選
び
、
高
い
成
果
を
上
げ

ま
し
た
。
玉
山
の
写
真
は
、
謝
博
士
か
ら
そ

の
お
礼
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
私
た
ち
は
日
中
覚
書
協
定
で
中

国
五
名
山
の
一
つ
衝
山
を
有
す
る
衝
山
市
で

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
日
中
国
交

正
常
化
前
の
こ
と
で
す
。
国
交
回
復
後
は
中

国
国
家
生
育
委
員
会
が
中
国
各
省
に
順
次
モ

デ
ル
地
区
を
作
り
、
筆
者
も
専
門
家
と
と
も

に
日
本
の
経
験
を
紹
介
し
つ
つ
各
地
を
訪
れ

ま
し
た
。
保
健
会
館
１
階
の
國
井
長
次
郎
の

胸
像
は
、
中
国
国
務
院
か
ら
協
力
支
援
へ
の

感
謝
記
念
と
し
て
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

百
名
山
の
後
、
70
代
で
登
頂
し
た
富
士
山

よ
り
高
い
玉
山
は
、
筆
者
に
と
っ
て
１
０
１

番
目
の
名
山
。
ち
な
み
に
、
烏
水
は
横
浜
正

金
銀
行
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
在
任
中
に

米
国
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ニ
ア
に
登
頂
し
て
い
ま

す
。
縁
あ
っ
て
筆
者
も
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ニ
ア

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
80
歳
で
参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
南
は
屋
久
島
と
日
本
百
名
山
を

踏
破
し
ま
し
た
。
そ
し
て
台
湾
の
玉
山
（
旧

称
は
新に

い

高た
か

山や
ま

）
に
も
。

　

こ
こ
で
筆
者
が
玉
山
に
登
る
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
を
少
し
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
保
健
会
館
グ
ル
ー
プ
は
、
戦
後
寄

生
虫
予
防
運
動
か
ら
始
ま
り
、
家
族
計
画
、

予
防
医
学
、
母
子
保
健
、
国
際
協
力
、
社
会

保
健
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
、
筆
者
が
親
父
の
勤
務
す
る
朝

日
新
聞
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
際
に
、

「
虫
か
ら
人
へ
」
と
い
う
見
出
し
で
、
寄
生

虫
予
防
運
動
を
推
進
し
て
い
た
國
井
長
次
郎

が
、
人
工
妊
娠
中
絶
か
ら
母
体
を
守
る
家
族

計
画
運
動
に
取
り
組
み
始
め
た
こ
と
を
紹
介

す
る
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
筆
者

に
鮮
烈
な
印
象
を
残
し
ま
し
た
。

　

筆
者
の
部
屋
に
は
、
額
に
収
め
ら
れ
た
写

真
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
保
健
会
館
グ
ル
ー

プ
総
帥
の
國
井
長
次
郎
宛
て
に
贈
ら
れ
た
台

湾
玉
山
の
写
真
で
、
裏
書
に
「
１
９
８
４
年

１
月
２
日
贈
・
謝
献
臣
／
高
雄
医
学
院
院
長
」

Book Review

お
す
す
め
の
一
冊

小
島
烏
水『
日
本
ア
ル
プ
ス
』

東京生まれ。公益社団法人母子保健推進会
議理事長。1961年日本家族計画普及会（現日
本家族計画協会）に入職。保健会館グルー
プにて家族計画、予防医学、母子保健、国
際協力などの活動に携わる。公益社団法人
日本山岳会会員。

原澤 勇
はらさわ　 いさむ

『日本アルプス』
小島烏水  著
近藤信行  編
岩波文庫

書
は
小
島
烏
水
に
よ
る
山
岳
紀
行
文

集
で
、「
鎗
ケ
嶽
探
検
記
」（
明
治
35

年
）、「
山
を
讃
す
る
文
」（
明
治
36
年
）、「
日

本
北
ア
ル
プ
ス
縦
断
記
」（
明
治
43
年
）、「
上

高
地
風
景
保
護
論
」（
大
正
２
年
）
な
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

烏
水
は
横
浜
正
金
銀
行
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
上
高
地
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
で
ご
存
じ

の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
横
浜
在
住

の
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
で
高
名
な
登
山
家
で

も
あ
っ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
、

当
時
登
山
家
と
し
て
、
ま
た
文
筆
家
と
し
て

世
間
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
始
め
て
い
た
烏
水

を
横
浜
正
金
銀
行
に
尋
ね
、
山
岳
会
設
立
を

す
す
め
ま
す
。
志
賀
重
昂
の『
日
本
風
景
論
』

に
感
銘
を
受
け
登
山
に
傾
倒
し
て
い
た
烏
水

は
、
武
田
久
吉
ら
と
日
本
山
岳
会
を
設
立
、

初
代
会
長
に
就
任
し
、
日
本
近
代
登
山
の
発

展
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

登
山
愛
好
家
の
筆
者
は
、『
日
本
ア
ル
プ
ス
』

を
は
じ
め
と
し
た
小
島
烏
水
の
著
作
に
刺
激

さ
れ
、
深
田
久
弥
の
『
日
本
百
名
山
』
と
田

中
澄
江
の
『
花
の
百
名
山
』
を
携
え
、
北
は

本
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